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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日本政府による経済政策等を背景として、企業業績や雇用情

勢の改善が見られる一方で、円安による物価上昇等の影響により個人消費が伸び悩む等、先行きは不透明な情勢で

推移いたしました。

不動産業界におきましては、不動産価格が持ち直しつつあるものの、広く地方まで普及するには時間がかかるも

のと思われます。

このような状況下、当社グループは、事業資金の確保等の財務活動、及び不動産売買仲介、賃貸物件斡旋等の営

業活動に注力いたしました。財務活動では、第三者割当増資による資金調達を株主総会に上程し、可決されまし

た。また、持分法適用会社の株式の売却、貸付債権の回収等により特別利益等を計上いたしました。営業活動で

は、収益物件の不動産売買仲介、及び人の異動が多くなる年度末につき賃貸物件の斡旋等に注力いたしました。

その結果、当第１四半期連結累計期間におきましては、営業収益は２億６千万円（前年同四半期比7.8％減）、営

業損失は３百万円（前第１四半期連結累計期間は３億６千７百万円の営業損失）、経常損失は６百万円（前第１四

半期連結累計期間は３億９千４百万円の経常損失）、四半期純利益は９百万円（前第１四半期連結累計期間は４億

３千８百万円の四半期純損失）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 不動産分譲事業

下関市内のたな卸不動産１件売却、不動産売買仲介において収益物件の売買斡旋が決まる等、順調に進捗いた

しました。また、事業資金確保後の事業展開のために事業用物件の選定等に注力いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は３千５百万円（前年同四半期比392.6％増）、営業利益は３

百万円（前第１四半期連結累計期間は４億円の営業損失）となりました。

② 不動産賃貸管理事業

年度末である３月から４月上旬にかけては不動産賃貸管理事業における繁忙期のため、斡旋活動に注力いたし

ました。なお、前期に自社物件の一部を売却したため家賃収入が減少いたしましたが、概ね当初計画通りに推移

しております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は２億２千５百万円（前年同四半期比18.2％減）、営業利益は

６千万円（前年同四半期比37.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 流動資産

当第１四半期連結累計期間末における流動資産は20億３千５百万円となり、前連結会計年度末に比べて１千５

百万円減少しました。たな卸資産の減少１千９百万円が主な要因であります。

② 固定資産

当第１四半期連結累計期間末における固定資産は29億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比べて４千２

百万円減少しました。建物及び構築物の減少２千万円が主な要因であります。

③ 流動負債

当第１四半期連結累計期間末における流動負債は30億１千８百万円となり、前連結会計年度末に比べて６千７

百万円減少しました。短期借入金の減少４千９百万円が主な要因であります。

④ 固定負債

当第１四半期連結累計期間末における固定負債は４億９千７百万円となり、前連結会計年度末に比べて０百万

円減少しました。長期借入金の減少１百万円が主な要因であります。

⑤ 純資産

当第１四半期連結累計期間末における純資産は合計14億９千８百万円となり、前連結会計年度末に比べて９百

万円増加しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間末の総資産は50億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べて５千

７百万円減少しました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、平成27年４月10日の決算短信で公表いたしました第２四半期連結累計期間及び通

期の連結業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。
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３．継続企業の前提に関する重要事象等

当第１四半期連結会計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日)

当社グループは、前連結会計年度において397,987千円の営業損失を計上し、当第１四半期連結会計期間においても

3,080千円の営業損失を計上いたしました。さらには、一部の金融機関等からの借入に関し、期日延長の手続きを完了

しておらず、元金弁済及び利息の支払いを延滞しております。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社グループは、これらの状況を早急に解消するため、以下の施策を実施しております。

　

①有利子負債の圧縮について

たな卸不動産１物件を売却したこと、貸付金を回収したこと等により、その一部を金融機関の借入返済に充当いた

しました。引き続き、黒字化に向けた施策に取り組み、利益計上により弁済すべく、努力してまいります。

　②資金繰りについて

第三者割当増資を実施することについて株主総会に上程し、決議されました。第２四半期連結会計期間以降、事業

資金として活用してまいります。また、持分法適用会社の株式の売却、貸付金の回収等により運転資金を確保いたし

ました。

なお、金融機関等からの借入に関し、事前に状況説明を行った上で元金弁済及び利息の支払いを延滞しております

が、一部の金融機関等とは期日延長を実行しております。実行に至ってない先に関しては、引き続き期日延長や今後

の弁済方法等を含めて協議してまいります。

③事業活動について

不動産分譲事業につきましては、主に不動産売買仲介に取り組んでおり、収益物件の売買斡旋等により順調に進捗

しております。また、資金を確保後に事業展開を計画していた中古戸建住宅等のリフォーム販売及び新築戸建住宅の

販売については、事業用地の選定等を行っております。今期中に事業展開、利益貢献できるよう努力してまいります。

不動産賃貸管理事業につきましては、前期に自社物件の一部を売却しているため家賃収入が減少したものの、概ね

当初計画通りに進捗しております。引き続き斡旋活動に注力することで、手数料収入等を増加させてまいります。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 135,374 145,087

受取手形及び営業未収入金 7,348 1,066

たな卸資産 1,898,489 1,879,167

その他 24,148 24,561

貸倒引当金 △15,041 △14,696

流動資産合計 2,050,320 2,035,185

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,318,131 2,296,750

減価償却累計額 △719,094 △718,042

建物及び構築物（純額） 1,599,036 1,578,707

機械装置及び運搬具 23,892 23,892

減価償却累計額 △20,897 △21,294

機械装置及び運搬具（純額） 2,995 2,598

土地 1,319,762 1,319,762

その他 72,823 74,402

減価償却累計額 △66,024 △66,724

その他（純額） 6,798 7,678

有形固定資産合計 2,928,592 2,908,746

無形固定資産

その他 6,127 5,930

無形固定資産合計 6,127 5,930

投資その他の資産

投資有価証券 1,500 1,500

その他 398,512 357,398

貸倒引当金 △313,617 △295,147

投資その他の資産合計 86,395 63,751

固定資産合計 3,021,115 2,978,428

資産合計 5,071,435 5,013,614
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 12,492 15,002

短期借入金 2,655,137 2,605,792

1年内返済予定の長期借入金 139,005 139,047

未払法人税等 22,079 16,261

前受金 8,446 8,446

賞与引当金 4,710 8,955

その他 243,353 224,577

流動負債合計 3,085,225 3,018,082

固定負債

長期借入金 329,677 328,189

退職給付に係る負債 25,342 26,159

その他 143,102 143,157

固定負債合計 498,122 497,505

負債合計 3,583,347 3,515,588

純資産の部

株主資本

資本金 9,055,175 9,055,175

資本剰余金 4,775,772 4,775,772

利益剰余金 △12,340,903 △12,330,965

自己株式 △1,955 △1,957

株主資本合計 1,488,088 1,498,026

純資産合計 1,488,088 1,498,026

負債純資産合計 5,071,435 5,013,614
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

営業収益 282,363 260,348

営業原価 573,039 183,796

営業総利益又は営業総損失（△） △290,675 76,552

販売費及び一般管理費 76,873 79,632

営業損失（△） △367,549 △3,080

営業外収益

受取利息 631 598

受取配当金 252 -

為替差益 - 1,174

貸倒引当金戻入額 1,475 9,790

持分法による投資利益 4,000 10,000

その他 1,146 1,500

営業外収益合計 7,505 23,063

営業外費用

支払利息 33,999 22,828

為替差損 568 -

その他 1 3,564

営業外費用合計 34,568 26,393

経常損失（△） △394,612 △6,409

特別利益

関係会社株式売却益 - 17,582

特別利益合計 - 17,582

特別損失

固定資産除却損 - 7

補修工事費用 43,000 -

特別損失合計 43,000 7

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前
四半期純損失（△）

△437,612 11,164

法人税、住民税及び事業税 1,240 1,226

法人税等調整額 - -

法人税等合計 1,240 1,226

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△438,853 9,938

少数株主利益 - -

四半期純利益又は四半期純損失（△） △438,853 9,938
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株
主損益調整前四半期純損失（△）

△438,853 9,938

その他の包括利益

その他の包括利益合計 - -

四半期包括利益 △438,853 9,938

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △438,853 9,938

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第１四半期連結会計期間(自 平成27年３月１日 至 平成27年５月31日)

当社グループは、前連結会計年度において397,987千円の営業損失を計上し、当第１四半期連結会計期間においても

3,080千円の営業損失を計上いたしました。さらには、一部の金融機関等からの借入に関し、期日延長の手続きを完了

しておらず、元金弁済及び利息の支払いを延滞しております。

これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

当社グループは、これらの状況を早急に解消するため、以下の施策を実施しております。

　

①有利子負債の圧縮について

たな卸不動産１物件を売却したこと、貸付金を回収したこと等により、その一部を金融機関の借入返済に充当いた

しました。引き続き、黒字化に向けた施策に取り組み、利益計上により弁済すべく、努力してまいります。

　②資金繰りについて

第三者割当増資を実施することについて株主総会に上程し、決議されました。第２四半期連結会計期間以降、事業

資金として活用してまいります。また、持分法適用会社の株式の売却、貸付金の回収等により運転資金を確保いたし

ました。

なお、金融機関等からの借入に関し、事前に状況説明を行った上で元金弁済及び利息の支払いを延滞しております

が、一部の金融機関等とは期日延長を実行しております。実行に至ってない先に関しては、引き続き期日延長や今後

の弁済方法等を含めて協議してまいります。

③事業活動について

不動産分譲事業につきましては、主に不動産売買仲介に取り組んでおり、収益物件の売買斡旋等により順調に進捗

しております。また、資金を確保後に事業展開を計画していた中古戸建住宅等のリフォーム販売及び新築戸建住宅の

販売については、事業用地の選定等を行っております。今期中に事業展開、利益貢献できるよう努力してまいります。

不動産賃貸管理事業につきましては、前期に自社物件の一部を売却しているため家賃収入が減少したものの、概ね

当初計画通りに進捗しております。引き続き斡旋活動に注力することで、手数料収入等を増加させてまいります。

しかし、これらの対応策は実施途上にあり、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を四半期連結財務諸表には反映しておりません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成 26年３月１日 至 平成26年５月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
分譲事業

不動産賃貸
管理事業

営業収益

外部顧客への営業収益 7,146 275,216 282,363 ― 282,363

セグメント間の内部営業収
益又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,146 275,216 282,363 ― 282,363

セグメント利益又は損失(△) △400,021 97,234 △302,787 △64,762 △367,549

(注) １ セグメント利益又は損失の調整額△64,762千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成 27年３月１日 至 平成27年５月31日)

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産
分譲事業

不動産賃貸
管理事業

営業収益

外部顧客への営業収益 35,203 225,145 260,348 ― 260,348

セグメント間の内部営業収
益又は振替高

― ― ― ― ―

計 35,203 225,145 260,348 ― 260,348

セグメント利益 3,015 60,490 63,506 △66,586 △3,080

(注) １ セグメント利益の調整額△66,586千円は各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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